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概要　絨毛細胞の 癌化 に 伴 う ヒ ト絨毛性 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン （hCG ） の 糖鎖変異 の 有無 を， ピ ーナ ッ ツ よ り

抽出 さ れた 植物性凝集素で あ る Arachis　hypogaea （PNA ） レ ク チ ン を 利用 し て 検討し，以 下 の 成績を

得 た．

　1．基礎的実験 と し て ， ま ず正常初期妊婦尿 よ り抽出 し た hCG （standard 　hCG ）と， こ れ を 尿素処理

し て 分離 した α ，β両 subunits （standard α and βsubunits ）及 び こ れ らを ノ イ ラ ミ ニ ダ ーゼ 処理 し て

得た asialo 誘導体な どに つ い て PNA 結合態度 を検討 した．

　standard 　hCG ，α subunit ，β subunit の い ずれ も，無処理 で は PNA 結合能を示 さなか つ た ．ノ イ ラ

ミ ニ ダ ーゼ 処 理を行 な うこ と に よ つ て hCG と β subunit に は 新た に PNA 結合 能が 出現 し た が
， α

subunit は PNA 結合能を示 さなか つ た．こ の こ とか ら，　PNA は hCG の fl　subunit 部分に の み 存在す る

0・グ リ コ シ ド型糖鎖 の ガ ラ ク ト
ース （Ga1）→ N 一ア セ チ ル ガ ラ ク トサ ミ ン （Ga1NAc ）末端糖鎖を特異的

に 認識す る こ とが 判明 した．

　2．同
一
個体 に お け る血 中と尿中 hCG の PNA 結合率 を 比較す る と

，
血 中 hCG の そ れ が有意に高値で

あつ た ，血 中不 完全 シ ア コ hCG は 肝 で 摂取代謝 され易 く， 尿中 に は 排泄 さ れ に くい もの と考 え ら れ る．
こ の こ と か ら血 中 hCG 濃度 が 尿中 に 比 し て 異常高値を示す場合 に は 不完全 シ ア ロ hCG の 存在を 考慮す

べ き で あ ろ う と考え ら れ た，

　 3．正 常妊婦及 び胞状奇胎患者 の 血 中 や 尿 中 hCG の PNA 結合率 は 全 て の 例 で 1％以下 で あ つ た の に

比 べ ，絨毛癌患者で は 6 例中 4例 で 1％以上 の PNA 結合率を示 し，そ の 内 2例 で は 90％以上 もの 結合率

を 示 した ．

　 こ れ らの 結果は，正常絨毛や胞状奇胎で 分泌され る hCG の 糖鎖は ほ ぼ完全 に シ ア ル 化 され て い る の に

対 し，絨毛癌で は 不完全 シ ア Pt 体 と して 分泌さ れ る hCG の 占め る比率が異常に増加し て い る こ とを示唆

す るもの で あ る．

　以上 の 成績 よ りPNA −Sepharose　aMnity 　chromatography は 不完全 シ ア PhCG の 簡便か つ 特異的な

検出法 で あ り， 臨床的 に もそ の こ とが 絨毛癌診断 の
一

助 と し て 有用 な 手段 に な る こ と が 示 唆 さ れ た ．

Synopsis　 We 　have 　studied 　the 　binding　of 　human 　chorionic 　gonadotropin （hCG）in　sera 　and 　urine 　of　normal

pregnant　women 　and 　patients　with 　trophoblastic　diseases　to　the　lectin　from　peanut（Arachis　hypogaea ，
PNA ）．

　1，As　the　basic　experiments ，　puri丘ed 　standard 　hCG 　and 　itsα and β subunits 　were 　examined 　for　binding
to　a 　PNA −Sepharose　column ．　 Both　standard 　hCG 　and 　hCG一β adsorbed 　to　the　PNA −Sepharose　only 　when

they 　were 　treated　with 　neuraminidase ，　whereas 　hCG一α was 　still　not 　adsorbed 　even 　after　treatment　with

neuraminidase 。
2．The　major 　proportions　of　hCG 　in　sera 　and 　urine 　from　normal 　pregnancy 　and 　hydatidiform　mole 　were

not 　adsorbed 　to　the 　PNA −Sepharose　column ，　 On 　the　other 　hand ，　the　proportions　of 　PNA 　binding　fraction
in　sera 　and 　urine 　from 　choriocarcinoma 　were 　signi 丘cantly 　elevated 　in　40f 　6　cases ．

3，The　PNA 　bindi  fraction　was 　signi丘cantly 　higher　in　serunl 　than　in　urine 　of 　each 　individual．

　4．The 　PNA 　binding　fractions　 were 　 extracted 　 and 　puri丘ed 　from 　 urine 　 of 　2　patieロts　 with 　 choriocar ・

cinoma ，　and 　were 　quantitatively　found　to　be　asialo −hCG ．
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　These　results 　suggest 　that 　PNA −Sepharose　a餓nity　chromatography 　is　an 　effective 　tool 　to　use 　in　deteeting
incomplete！y　sialylated 　hCG 　and 　hCG一β and 　may 　be　a　useful 　index　for　the　clinical 　diagnosis　of　choriocar −

Clnoma ．
Key 　words ： Human 　chorionic 　gonadotropin ・Peanut 　agglutinin ・Sialic　acid 。Choriocarcinoma

　　　　　　　　　 緒　　言

　近年，細胞 の 癌化 に 伴 い 膜系や 非膜系糖蛋白質

の糖鎖構造に 変異の 生ず る事実が報告 され る よ う

に な つ た
13）15）19）23 ）24）．著者 らは こ の よ うな研究 の

モ デ ル とし て 絨毛細胞 の 性格 とそ の 産生糖蛋 白で

あ る ヒ ト絨毛性 ゴ ナ ド トロ ピ ン （hCG ） との 関連

性を検討 し，絨毛細胞 の 癌化に伴 い hCG の糖鎖部

分 に 変 異 の 生ず る 可 能 性 を 既 に 指 摘 し て き

た
13］15｝．そ の 中で ， 絨毛癌患者の 尿中に シ ア ル 酸を

含 ま な い hCG の 存在を見出 し，末端糖鎖不全 とし

て の 不 完全 シ ア 卩 hCG の 出現は癌化に 伴 う
一

変

異で は な い か と推定 し た 15＞
．

　 しか し，現在迄行わ れて い る不完全 シ ア ロ hCG

の 検出方法で は大量 の 尿よ り これを抽出 し， シ ア

ル 酸定量を 行い 得る程度 ま で 高度に 精製する 必要

が あ り， 臨床応用 へ の 難点とな つ て い た
15 ）22 ），と こ

ろ で ，各種 の 植物 性 レ ク チ ン を用 い て 精製困難 な

糖蛋 白質の 糖鎖構 造を推定す る 試みが 多 く行わ れ

て い る． ピ ー
ナ ッ ツ よ り抽出され る植物性凝集素

で あ る Arachis　hypogaea （PNA ） レ ク チ ソ が
，

ヒ ト赤血球 をその ままで は 凝集 しない が
，

ノ イ ラ

ミ ニ ダ ーゼ 処理す る こ とに よ り初め て 強 く凝集す

る とい う現象が 報告され た後
5），種 々 の 単糖や 糖

蛋白を用 い て こ の 凝集阻止反応が検討され ，PNA

の 特異 的糖鎖認識 部位 は ガ ラ ク ト
ー

ス （GaD →

N ・ア セ チ ル ガ ラ ク トサ ミ ン （GalNAc ） に あ り，

しか もこ れ が糖鎖末端に露 出し て い る必要 の ある

こ とが知 られ る よ うに なつ た
11）17）21｝

．以上 の 基礎

的知見か ら， もし そ の 分子中に シ ア ル 酸を欠 い た

0一グ リ コ シ ド型糖鎖 を有 し た hCG が存在 す る な

らぽ，PNA は これを特異的 に 認識す る で あろ う

と推定 した ．

　そ こ で 絨 毛細胞 の 癌化 に 伴 う hCG 糖鎖構造変

異 の 惹起，特に 末端糖鎖不全 を知 るた め に ，絨毛

性疾患患者 の 血 中や 尿 中 hCG の PNA レ ク チ ン

へ の 親和性 を正 常妊婦 の 場合 と比較検 討 し ， 若干

の 知見 を得た の で 報告す る．

　　　　　　　　　 実験方法

　 1．PNA −Sepharose　4B カ ラ ム の 作成

　 PNA −Sepharoseの 作 成 に は E．Y 　Laboratry

（U ．S．A ．）製 の PNA レ ク チ ソ と Pharmacia

（Sweden ）製 の CN −Br −activated 　Sepharose　 4B

を用 い た．CN −Br・activated 　Sepharose　4B　3g を

6GOml の 1mM 　HCI に て膨潤，洗浄 し た 後 ，
ガ ラ ス

フ ィ ル タ
ー

（G3 ）上 で 0 ，5M 　 NaCl を 含 む

pH8 ．3
，
0．IM 　NaHCO

，緩衝液500mlに て 更に 洗

浄 し た ．これを pH8 ．3， 0．IM 　NaHCO3 緩衝液30

m1 で 希 釈 し，同 じ緩衝液 に溶解 した PNA20mg

と室温 2時間，4℃ 12時間静 か に 混和 して PNA ・

Sepharoseを作成 した．

　 こ の PNA −Sepharoseを 0．6× 7cm （容 量 約2

m1 ） の カ ラ ム に 充填 した 後 ，
　 pH7 ．5の モ ノ エ タ

ノ ール ア ミ ン 20ml を流 し て 余剰 活性基 を ブ ロ
ッ

ク し ， 更 に 0．2M 　 NaCl ， 0．02％NaN3 を 含 む

pH7 ．4
， 0．05M 　sodium 　phosphate 緩衝液 （PNA −

buffer）を用 い て 充分に 緩衝化 した．

　 2．実験材料

　 a ）standard 　hCG 及びその subunits

　正 常初期妊婦尿 よ り既報の 方法に て 抽 出精製 し

た hCG を標準品 （standard 　hCG ） として 用 い ，

こ れ を 尿 素処 理 に よ つ て 分離 し て standard α

subunit ，　standard β subunit と し た ．尚，実験 に

供 した 各抽 出 精製 hCG は全 て standard 　hCG と

同様 の 方法に よ つ て 作成 し た もの で ある
15，

．

　 b）asialo 誘導体の 作成

　 i） ノ イ ラ ミ ニ ダ
ーゼ 処 理

　 standard 　hCG
，

α subunit
， β subunit 各 ft　5mg

に 2unitsの ノ イ ラ ミ ニ ダ ー
ゼ （E．C．32

，
1

，
18　Lot

V2H3007 半 井 化 学）を 加 え pH5 ．O，　 O．IM

sodium 　acetate 緩衝液200
μ
1中 で 37℃ 12時間 in−

cubate した．

　 ii）等 電点電気泳動 （IEF）

　 ノ イ ラ ミ ニ ダーゼ 処理 し た 標品 は その ま ま直 ち

に 等電点電気泳動 （IEF）に 供 し た ．　 IEF は 既報 の
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通 り110ml の 加藤 型 カ ラ ム を 用 い carrier　 am −

pholyte に 最 終 濃 度 1％ の Ampholine （LKB ）

pH3 ．5−10を 使用 して 400V12時 間 の 初 期泳 動 の

後 ， 750V48時間 の 本泳動 を施行 し ，
一

分画 1．5ml

で 分画採取 し た
16）．全 分画を夫 々 の RIA で 測定し

た結果，hCG の場合 は pl　10
−12， α subunit で は

pl　9 −10， βsubunit で は pI　10−12の 分画に 主た る

免疫活性が 認め られ （図 1a
，
　 b，　 c）これ らの 分画

図 1 　standard 　hCG，α subunit ，β subunit の ノ イ ラ

　 ミ ニダーゼ 処理前 （●
一

● ），後 （O ．．−O ）に お ける

　等電点電気泳動パ タ
ー

ン 。

　（a ＝hCG ，　 b□hCG ・
α ，　 C＝hCG ・

β）
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を 4℃蒸留水 中で 透析 し た後，凍結乾燥し
一60℃に

て 保存 し た ．

　iii） シ ア ル 酸含量の 測定

　各 ノ イ ラ ミ ニ ダ
ーゼ 処理 後の standard ， 及 び 2

図 2 　standard 　hCG ，α subunit ，β subunit （● 一● ）

　 とそ れらの asialo 誘導体 （o
．．．o ）の PNA ・Sephar・

　ose　af巨nity 　chromatography 溶出 ！ くタ
ー
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表 】　 各期正 常妊婦 の 血 中及 び 尿 中 hCG の PNA 結合率

First　Trimester

Second　Trirnester

Third 　Trimester

0、65士 0，12

0．50± O．09

〔，．68± O．13

mhCG Urinary 　hCG

　
0 ．43 ±0，13

0，6ユ±0．070 ．23 ± 0，05  ．34± 0．06

O．38± 0．10　 ，

The　values 　in　the　Table　are 　mean 　value （in％）±S．E．　obtained 　by　determining　four　samples ．

例 の 絨 毛 癌患者 hCG の シ ア ル 酸 含 量 は 0．2M

H2SO480℃ に て 30分 間脱 水 した 後 thiobarbituric

acid 法 に て 測定 し た
22）．

　 c ）血 清及び尿

　各期正 常妊婦 （12名），胞状奇胎患者 （2名），

絨毛癌患者 （6 名）の 血 液及 び尿 （尿由来精製物）

を PNA ・Sepharose　aMnity 　 chromatography に

供 した．血 液は 凝固後 3 ，000rpm10分間遠沈し て 血

清を採取し，尿 も同様 に 3
，
000rpm10 分間遠沈した

後 の 上清を採取 し夫 々
− 20℃ で 保存 し た ．

　3．PNA −Sepharose　aMnity 　chromatography

　添加す る sample に は 精製 hCG の 場合 10μ g を

200μ1の PNA 　bufferに 溶解 し て 用 い
，

血 清や 尿

は 5 −10μg の hCG を 含有 す る 量 を 用 い た．各

sample を カ ラ ム に 添加 し ， まず PNA 　buffer単独

を溶出液 と し て 1 分画 0．5ml で 20分画採取 した ．

引 き続 き溶 出液 を0．2M ガ ラ ク F 一
ス を 含 ん だ

PNA 　bufferに交換 し て 同様 に 20分画採取 した ，

得た全分画を hCG ，α subunit
， β subunit 夫 々 の

RIA に て 測定 した
2）14）．

　　　　　　　　　実験成績

　 1．asialo 誘導体

　 ノ イ ラ ミ ニ ダ ーゼ 処理後 の hCG
，

α subunit
， β

subunit の 等電点 は 図 1a ，　b，　c に 点線で 示 した 如

く，それぞれ pI　10−12，
　 pl　 9 −10

，
　 pI　10−12の 分画

に 主た る免疫活性 を持 ち，実線で 示 し た ノ イ ラ ミ

ニ ダ ーゼ 処 理 前 の standard 標 品 の 等 電 点に 比 し

大 き く塩基性 に 移動 し て い た．

　 こ れ ら主 分画中 の シ ア ル 酸含量を測定 した と こ

ろ ，
シ ア ル 酸は 全 く検 出 で きな か つ た ．

　2．standard 　hCG
，
　a 　subunit

， β sllbunit と こ れ

ら の asialo 誘導体の PNA 結合態度

　standard 　hCG
，

α subunit
， β subunit は 図 2a

，

b
， c に実線で示 した如 くい ずれ も PNA とは結合

表 2 　胞状奇胎患者の 血 中及 び 尿中 hCG ，な ら び

　に 同
一

尿 よ り抽出精製 した hCG の PNA 結合率

Hydatidiform　mole 　 　 MaterialsPNA 　binding
fraction （％）

case （1 ）

serumurinepuri

丘edurinary

　hCG

0．40
．10

．7

case （2 ）

serumurinepuh

丘edurinary

　hCG
　　　　　　　　　　　　　i

0．2D
，20

，5

表 3　絨毛癌 患 者 の 尿 中 hCG お よ び尿 よ り抽出

　精製 した hCG の PNA 結合 率

Choriocarcinoma 　　Urinary　PNA
binding　fraction（％）

No．1 25，4
No．2 5，0
No．3 0．9
No ．4 0．8
No．5 98．O
No ，6 90．6

せ ず， その 殆 どが非結合 分画 に 溶 出され た ．asialo

誘導体で は，hCG 及 び β subuniWi は 新 た に

PNA 結合能が出現し ， 図 2a ，　c に 点線で 示 した

如 く非結 合分画 に は 殆 ど溶出 され ず ， 0．2M ガ ラ

ク ト
ー

ス を含む溶液で ほ ぼ完全 に 溶出された ．一

方 α subunit で は そ の as 三alo 誘 導 体 に も図 2b

に 点線で 示 し た 如 く PNA 結合能 の 出現 を 認 め な

か つ た 。

　 3．正 常妊 娠各 期 の 妊婦 尿 中及 び血 中 hCG の

PNA 結合態度 （表 1 ）

　 5 週か ら40週 迄 の 12例に つ い て 検討 し た が，妊

娠全 経過 を通 じ て hCG の PNA 結 合分画 は 尿中，

血 中共 ？c 　hCG 含量 の 1％ 以下 に 過 ぎな か つ た ．ま

た 尿 中 hCG の PNA 結合 分画 は 血 中 に 比 べ 有 意
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に低率で あつ た ．

　4．胞状奇胎患者尿 中及 び 血 中 hCG の PNA 結

合態度 （表 2）

　 2例 の 胞状奇胎患者の 尿中及び血 中 hCG も，正

常妊婦 と同様 に PNA 結合分画は 全 体の 1％以下

に 過 ぎな か つ た．そ れ らの 尿中よ り抽 出精製 し た

hCG の PNA 結合 率 は 夫 々 0．7％，0．5％ を 示 し

た ．

　 5．絨毛癌患者尿中及 び抽 出 hCG の PNA 結合

態度 （表 3 ）

　正 常妊婦や 胞状奇胎患者 hCG の PNA 結 合率

は
， 全て 1％以下を示 し た の に 比 べ

， 絨 毛癌患者

hCG で は 6例 中 4 例で 1％以上 ，中で も 2例 の 患

者 で 90％以上 もの 結合率を示 した．

図 3　絨毛 癌症 例 （表 3・No ．2）の 血 中 （●
一

● ）及

　 び尿中 （o
．．一〇 ）hCG の PNA ・Sepharose 　 aMnity

　 chromatography 溶出パ タ ーン ．

E5
も 4
匚

OO

‘

51e 　 152025303540

　 　 FRAC 丁ION　NUMBER

図 4　絨毛癌症 例 （表 3 ・No ，5）の 尿中 hCG の PNA ・

　Sepharose　a缶 nity 　chromatography 溶 出 パ タ
ー

　 ソ 。

一
三
望

O
り

二

10　 　 　 　 　 　 20

FRACTION 　　NUMBER

　表 3 −No ，2 の 症例 の 血 中及 び尿中 hCG の 溶 出

パ タ ーン を図 3 に 示 すが，PNA 結合 率は 血中で

36％，尿中で 5％ と両者 の 間に 大 ぎな差異 が認め ら

れ た．

　98％ の PNA 結合率を示 した症例 No ．5 の 精製

hCG の 溶出 パ タ
ー

ン を 図 4 に 示 すが 非結 合分画

に は殆ど溶 出 され ず 0．2M ガ ラ ク トース に よ つ て

急峻 な ピ ーク となつ て 溶 出された ．また こ の 症例

と90．6％ の PNA 結合率 を 示 し た 症例 の hCG の

シ ア ル 酸含量は測定感度以下 で あつ た 。

　　　　　　　　 考　　案

　hCG は絨毛細 胞 よ り分泌 され る 糖蛋 白 ホ ル モ

ン で あり ，
α

， β二 つ の 異 な る サ ブ ユ ニ
ッ ト の 非共

有結合で 構成 され，その 約 30％を 糖部分が 占め て

い る
2》4）．α subunit は 2本 の N 一グ リ コ シ ド型 ア ス

パ ラ ギ ン 結合糖鎖を 有す るが
， β subunit は これ

に 加 えて C 末端部 分に 4 本 の 0一グ リ コ シ ド型 セ

リ ソ 結合糖鎖を有 し て い る
4）12）．

　今 回の 実験 の 結果 hCG 及 び β subunit の 場合

に は ，無処理 で は PNA 結合能を示 さな か つ た が
，

ノ イ ラ ミ ニ ダ ーゼ 処理 に よ つ て 初 め て PNA 結合

能 が 出現 し
，

α subunit の 場 合 に は ノ イ ラ ミ ニ

ダ ーゼ 処理の 有無に か か わ らず PNA 結合能を示

さな か つ た ． こ の こ と は β subunit に の み 存在す

る 0一グ リ コ シ ド型 結合糖 鎖 の 構 造 が NANA →

Gal → Ga1NAc → Serで あ る とされる こ とか ら ，

そ の 末端糖鎖で あ る シ ア ル 酸が ノ イ ラ ミ ニ ダ ーゼ

処理 に よ つ て 除 去 され Gal → GalNAc 構造 が 糖

鎖の 宋端 に 存在す るよ うに な つ た た め に PNA レ

ク チ ソ へ の 特異的結合能 が 出現 し た もの と理 解で

きる
11 ）12）．ま た ，脱 シ ア 卩 化した N 一グ リ コ シ ド型

結合糖鎖の 方は そ の 末 端構 造が Gal → GlcNAc

とな り PNA に は 認識 され ない もの と考 え られ

る
9）．

　 正 常妊婦や 胞状奇胎患者 の 血 中や 尿中 hCG は

全例 で 1％以 下 の PNA 結合率 しか 示 さな い と こ

ろ か ら，ほ ぼ 完全 に シ ア ル 化 され て い る も の と考

え られ る． こ れ に 対 し て 絨毛癌患者で は 90％以上

もの PNA 結合率を示 した 2例 を は じめ， 6例 中

4例で 1％以上 を示 し ， 絨毛癌患者 の 血 中や 尿中に

は 0一グ リ コ シ ド型 結合 糖鎖の シ ア ル 酸 を 欠 い た
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不完全 シ ア ロ hCG が存在 し て い る こ と が判 明 し

た．

　
一
般に ，分泌 され る糖蛋 白の 糖鎖転移は ，蛋 白

部分が mRNA よ り転写 された 直後か そ の 転写中

よ り開始 され ， 小胞体や ゴ ル ジ体 で 段階的糖鎖転

移の 行わ れた 後 ， 末端 へ の シ ア ル 酸転移が 分泌直

前 に 細胞膜部分で 起 こ る と考 え られ て い る．細胞

膜上 の 糖部分に 関し て，特に そ の 末端糖 の 変異が

癌化 に よ つ て 生ず る こ とが報告 され ， そ の 転移酵

素 の 活性 異常が示唆 されて い る
23）．分泌性糖蛋白

で ある hCG に お い て もその 糖鎖転移過程 は 膜糖

鎖の場合 に比 し て 大差が な い と されて い る と こ ろ

か ら，末端糖鎖異常 と し て の 不 完全 シ ア ロ hCG の

分泌 は癌化に 伴 うもの で は な い か と推定され る．

事実， 絨毛癌や 卵巣癌 由来 の 培養細胞系で 様 々 な

シ ア ル 酸含量 を示す hCG が分泌 され て い る と い

う報告が な されて お り， 著者 らも既 に絨毛癌患者

尿中に シ ァ ル 酸を全 く含 ま な い hCG の 存在す る

こ とを報告 した
7）1°）14）．さ らに最近，Amr 　et　al．も

絨毛癌 患者尿中 で β subunit 　C 末端部分の 0 一グ

リ コ シ ド型結合糖鎖 に シ ア ル 酸を欠 く hCG の 存

在 を報告 して い る
1）．

　
一
方 ， hCG の 抽出精製過程 に お ける人工 産物 と

し て の 脱 シ ア ロ 化の 可能性 も考慮し て お く必要 が

ある．Nwokoro 　et　al．は 正常妊婦尿か ら高度 に精

製 した hCG で もそ の 等 電点 に は heterogeneity

が存在 し て い る こ とを 報告 し
，

こ れが シ ア ル 酸含

量 の 変化 に もとつ くもの で あろ う と推察 し て い

る
1B）．本研究で は 2 例 の 胞状奇胎患者に つ い て 抽

出操作前の 尿中 hCG と
， 同

一尿 よ り単離 し た 精製

hCG の PNA 結合 率を 比較検討 す る こ と で 人 工

的 に 生ず る脱 シ ア ロ 化の 程度を調べ て み た。その

結果我 々 の 用い た抽出精製過程に よ つ て も若干の

人 工 的脱 シ ア ロ 化 が 生 ず る も の の ，そ の 程度 は 全

体の 0．5％以下に 過 ぎない こ とを確認 し た ．

　脱 シ ア ロ 化 に よつ て hCG の 生 物活性や 免疫 活

性 が受ける 影響 に 関 し て は ，in　vitro で hCG を段

階的に脱 シ ア ロ 化 した モ デ ル で 検討 され ， ノ イ ラ

ミ ニ ダ ーゼ 処理 に よ つ て 免疫活性は 殆 ど影響を 受

けな い の に 対 し
，
in　vivo に お け る生物活性 は極度

に 低 下 し て し ま う こ と が 明 らか に さ れ て い

る
8）2e）

．こ れ は シ ア ル 酸除去 に よ つ て 糖鎖末端 に露

出 し た ガ ラ ク ト
ー

ス が肝 の ガ ラ ク トース レ セ プ

タ ーに摂取 され，極め て 迅速 に血 中よ り消失し て

しま うた め と考 えられて い る
3 ）．

　今回 の 成績で 血 中 hCG の 方が 尿中 hCG よ りも

高 い PNA 結合率 を示 した こ と か ら，血 中不 完全

シ ア ロ 体 は肝で 摂取代謝 され 易 い た め に ， 尿中へ

は排泄 され難い もの と考 え られる．従 つ て 大量 の

不 完全 シ ア ロ hCG が 分泌 され て い る よ うな症 例

で は その hCG 濃 度が尿中 にお け る よ りも血 中で

高値 とな るもの と考 えられ，臨床的に も尿中 と血

中で hCG 濃度に 大 きな差異 を認め る場合 に は 不

完全 シ ア ロ hCG の 存在を考慮 し て お く必要 があ

る．

　今回検討 し た 絨毛癌患者の 中で も 2例 に正常妊

婦 と同 じ く1％以下 の PNA 結合率し か 示 さ な い

もの が認め られた こ とか ら， 不 完全 シ ア PhCG の

分泌を絨毛癌 に特異的 な現象 と断定する こ と に は

若干の 問題 が残 る．今後更に 症例を重ね ， 病態 と

の 関連 な どを も含 め 検討を加 え る 必要があろ う．

　以 上 の 成 績 か ら PNA ・Sepharose　 a 伍 nity

chromatography は 不 完全 シ ア ロ hCG の 簡便で

か つ 特異的 な検 出方法で あ り，
hCG の 質的分析か

らみ た絨毛癌診断上の 有用な手段 とな り得 る と考

えられ た．

　稿 を終 え る に あた り，本研究 に 多大なる御協力 を頂 い た
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